





















































































































































































































































































































































































































































て「合理的に達成できる限り低く」（As Low As Reasonably Achievable; ALARA）原則であり，緊急
時には柔軟に対応できることを含んでいる。Nは科学と「ポリシー」の区別を強調しており，科学
と政治の境界を当然としているので，科学と政治を区別できるという迷妄に対する科学・技術・社





















































































る。それらの調査では白血病（Kesminiene et al. 2008）などの様々な血液悪性腫瘍，甲状腺癌，白
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